
福井市第四中学校の校舎全景
（昭和22年：現在の進明中学校）

　

戦
後
の
学
制
改
革
は
、
中
等
教

育
の
一
元
化
と
全
国
民
へ
の
開
放

で
あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
の
理

念
に
よ
り
複
線
型
学
校
制
度
を
見

直
し
、
単
線
型
学
校
制
度
を
実
現

し
ま
し
た
。
小
学
校
に
続
く
三
年

制
の
義
務
教
育
（
６
・
３
制
）構
想

は
戦
前
期
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

一
九
四
七（
昭
和
22
）年
に
発
足
し

ま
し
た
。

　

旧
制
度
の
基
盤
も
な
く
急
に
設

置
が
決
ま
っ
た
新
制
中
学
校
は
、

十
分
な
準
備
期
間
が
な
い
ま
ま
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
、
施
設
・
教
員

・
教
科
書
等
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て

混
乱
し
ま
し
た
。
当
時
は
単
村
で

の
学
校
設
置
が
財
政
的
に
困
難
で

複
数
の
町
村
に
よ
る
組
合
立
の
学

校
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

▼
学
習
指
導
要
領　

一
般
編　
　

（
試
案
）序
論
（
昭
和
22
年
３
月
）

　

『
い
ま
わ
が
国
の
教
育
は
こ
れ

ま
で
と
ち
が
っ
た
方
向
に
む
か
っ

て
進
ん
で
い
る
。
（
中
略
）
目
標
に

達
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
骨
組
み

に
従
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
社

会
の
特
性
や
、
学
校
の
実
情
、
児

童
の
特
性
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
の

事
情
に
ぴ
っ
た
り
し
た
内
容
を
考

え
、
そ
の
方
法
を
工
夫
し
て
こ
そ

よ
く
い
く
・・
・
・
』

　

示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に

は
、
教
師
か
ら
知
識
を
一
方
的
に

教
え
込
ん
で
い
く
の
で
は
な
く
、

生
徒
の
学
習
活
動
を
工
夫
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の

よ
う
に
新
し
い
教
科
も
生
ま
れ
ま

し
た
。

◆
社
会
科
・
・
・
そ
れ
ま
で
の
修

身
、
公
民
、
地
理
、
歴
史
を
融
合

し
て
一
体
と
し
て
学
ぶ
た
め
に
設

け
ら
れ
た
教
科
。

◆
自
由
研
究
・
・
生
徒
が
よ
り
発

展
さ
せ
た
い
学
習
を
行
う
時
間
。

こ
れ
は
後
に
「
特
別
教
育
活
動
」

（
学
級
会
、
生
徒
会
等
）
に
変
更
。

◆
選
択
教
科
・
・
外
国
語
、
職
業

（
家
庭
科
等
）
、
自
由
研
究
か
ら
生

徒
ま
た
は
学
校
が
選
択
。
複
数
組

み
合
わ
せ
可
能
。

　

旧
制
中
学
校
は
中
学
校
令
に
よ

り
定
め
ら
れ
、
一
八
九
九
（
明
治

32
）
年
の
改
正
に
よ
り
設
立
が
進

み
ま
し
た
。
戦
前
の
中
学
校
は
、

男
子
の
５
年
制
（
後
に
４
年
制
）

で
義
務
教
育
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
小
学
校
（
国
民
学
校
）
卒
業
し

入
学
試
験
に
よ
っ
て
入
学
。
女
子

は
高
等
女
学
校
で
学
び
ま
し
た
。


